
令和４年１０月１９日 

西中学校通信      第１１号 

               自主的に考え、正しく行動できる生徒    ＜自立と自律＞ 

音楽会に向けて 
中学校高等学校での合唱コンクール全国大会の常連校であり、優勝経験も多い都内のある学校の顧問が

次のように言っている。 

 

 まず、「自分」を知ることが大切だ。自分の今あるがままの声をきちんと見つめること。 

 次に、自分の声を磨いていくということ。注意や指摘を受け止める心がなければ、悪いところは直らない

し、磨いていくことはできない。 

  

 合唱は、多くの人とやっていくものなので、相手の喜んでいる姿を見て、自分も喜びを感じられるような

感性が必要だ。誰かがほめられているのを見て、ねたましく思ったり、誰かが輝いている姿を見て、うらや

ましく思ったり、他人と比較して自分の力のなさを嘆くのではなく、相手の良いところを真似たり、素敵だ

なと思えることが大切だ。 

 

 さらに、人の気持ちを感じられるということが重要だ。多くの人とつくりあげる合唱だから、他の人のい

ろいろな思いを感じられるようになれば、多少音程がはずれていようが、全員の気持ちがひとつにそろって

合唱が清められていく。そんな時は、ひとり一人の能力が高い時よりも、結果がよかったりする。 

 そこが、合唱のおもしろいところであり、ひとりではできない素晴らしいところだと思う。 

 

校内音楽会の保護者参観について 

 今月の２７日（木）に市民会館を会場に、校内音楽会を実施します。３年ぶりとなる市民会館での実施で

すが、感予防のため、生徒の座席をひとつおきに設定するため、保護者の皆さんの参観スペースが確保でき

ません。 

 一昨年度、昨年度の体育館会場での実施では感染予防のため保護者参観を中止し、後日開催した保護者会

でビデオを上映しました。 

 今年度は、初めての試みとしてリモート配信と期間限定のYouTube配信を計画しています。 

リモート配信では、通信トラブルが生じて学校に問い合わせをいただいても、職員も市民会館に行っている

ため対応はできませんのでご了承願います。YouTubeは、トラブルでご覧いただけない方、当日は仕事等で

ご覧いただけない方に、校内音楽会後に、期間限定で配信する予定です。手順等の詳細は来週はじめに通知

を発出します。ご理解とご協力をお願いいたします。 

                               （裏面あり） 



西中生の活躍 

●第６８回青少年読書感想文狭山市内審査 

  ○優秀賞（県展出品） １名 

  ○優良賞       ３名 

  ●新人大会県大会（陸上競技） 

   ○１年生女子１００ｍ   第３位   

   ○女子２００ｍ      第４位   

   ○男走幅跳         第９位   

  ●中学校駅伝大会狭山市予選 

   ○女子  第３位 

   ○男子  第６位 

   ○個人  区間賞 （男子１区） 

区間賞 （女子２区） 

        区間３位（女子３区） 

  ＜駅伝 学校代表者＞ 

   男子 １２名 

   女子  ９名 

  ※メンバーの皆さんは長期間にわたり、この日のために練習を積み重ねてきました。 

   結果以上に、これまでの過程（プロセス）を高く評価しています。学校代表として 

   真剣に取り組んだ皆さんを称えます。 

 

制服リユースのお願い 

  これまでにお知らせをいたしました通り、来年度入学生より新標準服（制服）が導入されますが、 

一方で、現在の制服のリユースを積極的に促進することが、新標準服導入での保護者負担軽減の大 

きな目的です。 

 新標準服導入後も、ブレザー・スカート・スラックスはリユースが可能であり、例えば、上着は 

リユース品のブレザーで、スラックスは新標準服のスラックスを着用するというよう新旧の組合せ 

も可能となります。（ネクタイ・リボン・ベストは、新入生については、新標準服のものに限るとす 

るため、現在のネクタイ・リボン・ベストはリユースの対象外となります。） 

  そこで、趣旨をご理解いただき、本校卒業時には制服を知人等へ、また、本校及び本校ＰＴＡに 

ご提供いただければありがたいです。 
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